実習課題14

～情報技術の進展による諸問題の解決～

年
組
番氏名





目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）

	情報技術の進展が、社会の抱える諸問題の解決に役立つ実例を調べ、調べた結果について、まとめる発表を行い、質疑応答をする。

発表・討議をもとに、情報技術と社会の望ましいあり方や個人が情報社会に参加する上で必要なこと等について自分の意見を報告書にまとめる。


はじめに

1. 地球温暖化・国際的情報格差・地域間の情報格差・情報セキュリティ・地域情報化・道路交通問題・高齢者への対策、支援・障害者への対策、支援・災害時の対応の中から一つ選び、現在迫られている対策・対応について調査しなさい。

テーマ〔


〕

2. 地球温暖化対策について、あなたの意見を述べなさい。

1 二酸化炭素排出削減にどのように取り組んだらよいか。

2 情報技術の発展が、省エネルギーに関わっている例をあげなさい。

実習内容
1. 班別に、社会の抱える諸問題について話し合い、発表するテーマを決める。

2. 選んだテーマについて情報化による解決策を調査、情報を収集する。

（Webページ、新聞、書籍等を利用した場合、引用先を明らかにすること）

3. 調査した結果を発表できる形式にまとめ、発表する。

4. 質疑応答を行い、発表内容を互いに評価しあう。

5. 個々に報告書を作成すること。

· 参考

「ＩＴＳスマートタウンの早期実現に向けて」総務省郵政事業庁
　　http://www.meti.go.jp/kohosys/press/0001235/0/1225its1.html
発表Web例　happyou3.htm
報告書の作成
～報告書はレポートまたはＨＴＭＬ形式ファイルで提出すること～

1. 調査結果の発表について、次の点についてまとめなさい。

1 調査を行う点で工夫したところはなにか。

	


2 わかりやすい発表のために工夫した点はなにか。

	


3 他の班の発表で、今後の発表に生かしたいと思った点があれば、その班名と参考にしたい内容を書きなさい。
	


2. 情報技術と社会の望ましいあり方について、具体的な例をあげ、あなたの意見を述べなさい。
	


3. あなたが情報社会に参加する上で必要なことを述べなさい。
	


4. 各グループ発表の評価を付け、提出しなさい（別紙評価用紙）。
	


確認テスト
問題

次の①～③の中から一つ選び、「情報技術の発展による社会が抱える諸問題の解決」という視点から、あなたの考えを２００字以内で述べなさい。

1 高度道路交通システム

2 次世代インターネット

3 電子マネー

問題

次の文章は日本最大規模のシステムである旅客販売総合システム（マルス）の歴史について調べたものである。

～１９６０年
指定席台帳をつくり、指定席管理センターで管理、手作業で予約販売。

１９６０年
予約販売業務をコンピュータ化するための試作機を開発。

１９６４年
プログラムを内蔵した本格的な実用機誕生。
１９６５年
「みどりの窓口」開設

１９６９年
グループ旅行や団体旅行の予約に対応

１９７２年
予約期間の延伸、乗車券の同時発売、代案提示等、サービス機能強化

１９８５年
特殊乗車券や企画商品等までを扱う旅客販売総合システムが誕生

１９９３年
超大型汎用コンピュータ２台構成による統合運転を実現。

１９９７年
ＣＰＵを超大型汎用パラレルコンピュータへ移行

(1) １９６０年以前ではどのようなトラブルが発生したと考えられるか。

〔台帳が一つであるため、係りが使用中であると他の係りが対応できない。〕

(2) １９９３年からの２台による統合運転は何のために行われているのか。

〔異常時にシステムを切り替えることができるようにするため。〕

(3) 今後どのような対応に迫られると思われるか。

〔同時に扱うデータ増加への対応、データ転送の高速化など〕

評価
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）

	社会の抱える諸問題をあげることができた。
	

	諸問題の解決に情報技術の進展が役立った実例を調べることができた。
	

	国際的情報格差とは何か説明できた。
	

	情報セキュリティがなぜ必要なのか説明できた。
	

	情報技術の利用法のしかたについて自分の意見を述べることができた。
	

	社会の望ましいあり方について自分の意見を述べることができた。
	

	社会の望ましいあり方について提案することができた。
	

	情報社会に参加する上で必要なことを述べることができた。
	

	高度道路交通システムが解決をめざす社会問題は何か説明できた。
	

	次世代インターネットに必要な条件は何か述べることができた。
	

	電子マネーによって何が解決されるか述べることができた。
	

	人の発表を真剣に聞くことができた。
	

	興味を持てた発表があった。
	


相互評価シート
次の評価シートを利用して他グループの発表の評価をＡＢＣで行うこと。

	どこから集めた情報であるかが明らかにされており、発表された内容の信頼性・信憑性が高い。
	

	実例が時系列や地域別など、発表の趣旨にしたがって分類・整理してあり、わかりやすかった。
	

	情報技術と社会の望ましいあり方について、調べたことを基に、自分たちの意見が建設的に付け加えており、意見には賛同できる点が多い。
	

	発表資料には図やグラフが効果的に使ってあり、最後まで飽きさせない工夫がなされていた。
	

	身振り手振りを交えた発表が行われ、その趣旨や何を強調して言いたかったかがよくわかる発表だった。
	

	発表内容についてよく調べられており、自分たちが何をしなければならないか考えさせられる内容を含んだ発表であった。
	

	次の発表へのアドバイスを書いてあげてください。




他グループの発表を見て、次の各視点からもっとも優れていると思われるものを１つ選びなさい。

・発表の目的や趣旨が最もよく理解できた･････
〔
〕班

・発表の形態が工夫されていて印象に残った･･･
〔
〕班

・自分が最も興味を引かれた発表をした班･････〔
〕班

賛同しかねる意見があったら、その理由とともに書きなさい。

	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	情報技術の進展が社会の諸問題の解決に役立つ事例を調べようとしている。
	自己評価から
	

	
	社会の抱える諸問題について話し合い、発表するテーマを決めることができる。
	自己評価から
	

	思考･判断
	発表討議をもとに、情報技術の望ましいあり方について自分の意見を報告書にまとめることができる。
	報告書から
	

	
	個人が情報社会に参加する上で必要なことについて考え、それについて自分の意見を述べることができる。
	報告書から
	

	技能･表現
	情報技術の進展が諸問題の解決に役立つ事例を発表資料としてまとめ、発表できる。
	発表から
	

	
	個人が情報社会に参加する上で必要なことについて自分の意見を報告書にまとめることができる。
	発表から
	

	知識･理解
	社会が抱える諸問題の事例をあげ、それらの問題が生じている背景を理解できる。
	確認テストから
	

	
	情報技術の進展が、今日の社会的問題の解決に役立つことを理解できる。
	確認テストから
	











